
伯耆町共同募金委員会

（事務局）伯耆町社会福祉協議会



１．共同募金とは？【今年で運動創設７０周年】

◆設立◆

戦後間もない1974（昭和２２）年に『国民たすけあい運

動』として開始され、戦後復興の一助として戦災孤児な
ど生活困窮者の支援に充てられる。

時代の流れ（要請）に合わせ役割の変化

◆現在◆
多様な地域福祉活動を支える募金（助成）へ

・児童、青少年： 町内小・中学校での育成事業等

・障がい者： 小規模作業所、当事者団体等

・高 齢 者： 健康づくり、福祉活動等

・その他福祉育成事業等



２．共同募金委員会 組織図

中央共同募金委員会

各都道府県共同募金委員会

各市町村社会福祉協議会が事務局として運営しています。

募金ボランティアの皆さんの協力に支えられ成り立っています。

各市町村共同募金委員会

共同募金ボランティア

（各集落代表者・各学校・その他）

募金をしていただく方・寄付者

各市町村共同募金委員会

共同募金ボランティア

（各集落代表者・各学校・その他）

募金をしていただく方・寄付者



３．共同募金の種別（集める場合）
①一般募金

②歳末たすけあい募金

当該年度の募金で集まった募金額を、次年度計画される計画助成
事業（学校・団体等）へ充当

（例） 平成２８年度 募金 → 平成２９年度 事業

当該年度募金で集まった募金額を、年度内の事業へ充当

（例） 平成２８年度 募金 → 平成２８年度 事業



４．共同募金の種別
①戸別募金

ボランティアの皆さんが、地域の各家庭を訪問して募金を呼びかける。

②街頭募金
街角や人の集まる場所で募金を呼びかける。

③法人募金
企業を訪問して寄付を依頼する。

④学校募金
学校において児童・生徒に募金を呼びかける。

⑤職域募金
企業の従業員の方に職場での募金を依頼する｡

⑥イベント募金
イベントを企画して募金を呼びかける。

⑦その他



５．共同募金の使途（使う（助成）場合）
①計画助成事業

町内の団体・学校等、助成を必要とする計画事業（翌年度の予定）に対して前
年度集まった募金を充当するもの

②歳末たすけあい事業

新年を迎える時期に、誰もが地域の一員として参加できる様々な福祉活動等
に充当するもの

【伯耆町では】

・独り暮らし高齢者への、年末おせち配布事業

・ 〃 年末おもち配布事業

・災害等準備金積立金

③地域団体等交流事業

上記①のうち、伯耆町社会福祉協議会が、共同募金委員会より一旦助成を
受けた助成金の中から、集落、地域団体などの活性化等を目的とした交流事業
に助成を行い、地域、団体内のつながりを強化・推進していくことを目的とする。



６．共同募金の仕組み

集まった募金の約70％は、募金をいただいた地域で使われています。残りの
30％は、みなさんの住んでいる市区町村を超えた広域的な課題を解決するため
の活動に、都道府県の範囲内で使われています。

また、災害にも共同募金は使われています。大規模な災害が起こった際の備え
として、各都道府県の共同募金会では、募金額の一部を「災害等準備金」として
積み立てています。この積み立ては、大規模災害が起こった際に、災害ボラン
ティア活動支援など、被災地を応援するために使われています。

町のみんなで集めた募金は、じぶんの町を良くする活動に使われています。

助成額（翌年度の計画）を決めてから募金（寄付）を集める仕組みです。

戸別募金として寄付をいただく際の金額（一戸当り）は、伯耆町では、 例年

赤い羽根：６５０（円） 歳末たすけあい募金：１５０（円） としています。

※上記金額は、翌年の助成計画額に対し、過去の募金実績から一世帯あたり
の目標額（目安）を定めたもので強制するものではありません。



平成２８年度 一般募金目標額による助成枠（額）の流れ

③地域助成枠募金額の１００％

②各市町村から集約した募金を、下記の比率で配分 が伯耆町へ配分

70%

（例）７，０００（円）

伯耆町共同募金委員会

伯耆町の募金目標額

災害準備積立金

①集まった募金を全額 広域施設・県内の福祉団体への助成

鳥取県共同募金委員会が ハンセン病療養所（出身者）見舞金

集約します。 災害見舞金

30% 広域助成枠

（例）３，０００（円）

次頁参照
事業費（広報費・運動経費等）

本会運営費等
70%

鳥取県共同募金委員会

伯耆町の地域助成枠

町内、

各計画助成事業へ充当

伯耆町共同募金委員会

(例) ７，０００(円)

(例) １０，０００(円)

30%

平成２９年度

平成２８年度



単位：千円

No 事業分類 活動の目的 申請者 事業名 助成予定額

1 高齢者福祉 その他地域福祉支援 民生児童委員協議会 生活支援事業 37

2 高齢者福祉 社会参加・町づくり 老人クラブ連合会 老人クラブ健康づくり事業 200

3 障がい者福祉 社会参加・町づくり 精神障がい者家族会 障がい児者支援ふれあい広場「ほっとカフェ」 30

4 障がい者福祉 社会参加・町づくり 身体障害者福祉協会 大会参加事業 67

5 障がい者福祉 社会参加・町づくり 手をつなぐ育成会 地域活動事業 47

6 児童（こども健全育成） 社会参加・町づくり 二部小学校 花いっぱい運動 24

7 児童（こども健全育成） 社会参加・町づくり 八郷小学校 花いっぱい運動 24

8 児童（こども健全育成） 社会参加・町づくり 岸本小学校 花づくりと福祉活動 75

9 児童（こども健全育成） 社会参加・町づくり 溝口小学校 交流体験及び栽培活動 34

10 児童（こども健全育成） 社会参加・町づくり 岸本中学校 環境美化活動 45

11 児童（こども健全育成） 社会参加・町づくり 溝口中学校 花いっぱい運動 52

12 その他の地域福祉 社会参加・町づくり ゲートボール協会 世代間交流ゲートボール大会 44

13 その他の地域福祉 社会参加・町づくり 伯耆町社会福祉協議会 広報誌発行事業 273

14 その他の地域福祉 社会参加・町づくり 伯耆町社会福祉協議会 集落助成事業 150

1 ,102

472

1 ,574

単位：千円

No 事業分類 事　業　名 執　行　者 助成予定額

1 高齢者福祉 日常生活支援 伯耆町社会福祉協議会 独り暮らし高齢者へのおせち配布事業 480

2 高齢者福祉 日常生活支援 溝口青年会 独り暮らし高齢者へのもち配布事業 20

3 その他（課題を抱える人） 災害対応・防災 災害等準備金積立金 鳥取県共同募金委員会 15

515

合計　１，６１７（千円）：助成（予定）金額

　＋ 合計  １，５７４（千円）：広域枠を含んだ、募金目標額

平成２８年度　一般募金　目安額

28年度地域歳末募金配分事業（計画）

平成２８年度　計画（助成）地域目標額

28年度募金による29年度一般募金配分金事業（計画）

上記助成額を見込み額とした場合の広域枠（県内団体・施設等）





伯耆町社会福祉協議会が行う、『地域団体等交流助成事業』とは？
（平成２７年度まで：『集落助成事業』）

1 精神障がい者家族会

2 身体障害者福祉協会

3 民生児童委員協議会

4 ゲートボール協会

5 老人クラブ連合会

6 手をつなぐ育成会

7 二部小学校

8 八郷小学校

9 岸本小学校

10 溝口小学校

11 岸本中学校

12 溝口中学校

地域団体等交流助成事業とは？

伯耆町社会福祉協議会が、共同募金委員会よ
り一旦助成を受けた助成金の中から、集落、
地域団体などの活性化等を目的とした交流事
業に助成を行い、地域、団体内のつながりを強
化・推進していくことを目的とする。
（事例）
・集落世代間交流会
・集落緑化事業
・小野小町どろんこバレーボール大会
・こしきヶ丘集落支え合い推進事業

平成２８年度　（参考）

13 伯耆町社会福祉協議会
広報誌発行事業

地域団体等交流助成事業

各対象事業

申請（助成）団体等 事業等

町内、

各計画助成事業へ充当



赤い羽根共同募金は、

『じぶんのまちを良くするしくみ』 です。

日頃より、ご支援ご協力をいただき、

本当にありがとうございます。

伯耆町共同募金委員会


